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ノート
ドコモのデジタル移動通信ネットワークは，加入者数の急激な増大に対応して急速な拡大を続けてきた．NMSCPは，移動通信にかかせない移動機の位置情報管理，お客様のサービス契約情報管理を行う装置で，このネットワークの拡大に対応するため新たに開発を行ったもので，これまで商用に提供されてきたMSCPに比べ，格段の経済化，大容量化，高信頼化を達成した．今後はIMT-2000用の機能追加を行い，PDC・IMT併合のインテリジェント・ネットワーク（IN）を担う装置として発展させる予定である．　本稿では，NMSCPにおいて新たに開発したサービス品質，システム信頼性向上技術および，システム単体としての信頼性向上に不可欠な過負荷擬似呼方式について紹介する．
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DK: Disk (57« X 7 EiB&EH)
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